

































９ 本組　H150 W400 D400　楠
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シリーズ“私の風景誌”よりⅥ
「大地の譜」2006　楠
H250 W180 D180
「大地の譜」2007　楠
H150 W200 D65
「大地の譜」2006　楠
H120 W90 D80
大地の譜」2006　楠
H250 W180 D180
「大地の譜」2006　楠、桂、ブロンズ
H50 W90 D60
「空を行く風」2006　楠、桂
H250 W200 D100
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同朋学園「博聞館」壁面レリーフモニュメント 2008年11月
「共なるいのちの繋がり」
　このモニュメントは、学園の新校舎の建設にともなって、そこの場所に育っていたケヤキの木数本が伐採されまし
た。そこで、そのケヤキの木を素材として「共なるいのちの繋がり」というテーマで作品として再生しました。
　壁面としては二面あり、この学園で互いに学び、未来へと成長してゆく姿をイメージし、種子や卵の形から若く希
望に溢れ、やがて巣立ち、花開く事を連想して制作しました。西側の壁面には仏教の法輪を、北側の壁面には音符を
かたどっており、ともにいのちが未来へと繋がってゆく姿を表現しました。
「共なるいのちの繋がり」北面　300×300　欅
「共なるいのちの繋がり」西面　280×300　欅
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　同朋学園稲葉地キャンパスの欅は伐採後、名古屋港近くの製材工場で人工乾燥し、指定した寸法に製材した。この
地方で育った欅は、関東などの欅と違い木目が粗く暴れるので、なかなかやりにくい。例えば、反る、捻る、割れる
など、制作にはなかなか骨の折れる仕事である。そんな状態だから製材した中で使い物になるのは、ほんの数枚程度
しかない。以上の条件の中、学園の理念や各大学の特色を考慮しながら、模型のデザインから、数回に及ぶ打ち合わ
せなどを経て、下記の様な製作行程と設置を含めた約10 ヶ月に及ぶ記録をまとめてみた。
同朋学園稲葉地キャンパス内に育っていた欅の木 伐採された欅の幹
縮小模型 縮小模型
実寸型板モデル 実寸型板モデル
14
木取り 粗取り
加工作業 彫刻作業
彫刻作業 彫刻作業
原寸型板制作 粗取り
墨付け作業
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仮置き 仮置き
取り付け作業 取り付け作業
取り付け作業 取り付け作業
取り付け完了 取り付け完了
